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はじめに

幼児が土、水、木、などのさまざまな自然物に触れることは視覚や触覚をはじめ五感に刺激を

与え発達を促す重要な行為である。筆者はこれまで自然素材を使った遊びの中でも特に土を取り

上げ、土を使った遊びであるどろ遊びについて実践の内容をまとめ検討してきた。

本論文では土粘土の粉から始めるどろ遊び・土粘土遊びの実践を行い、その素材の変化を子ど

もたちが五感を通してどう捉えているか観察しその意義を見出すものである。筆者らは土粘土の

粉を「土粉」と呼び、感触や水を入れて遊ぶ活動を「土粉遊び」として実践内容と指導法につい

て述べ、幼児たちが遊びの中でどのような活動を展開し表現しているのかを検討していく。

I研究目的

粘土遊びやどるんこ遊びに関する先行研究では前嶋(2009)は砂場と同じように土粘土遊びを日

常的に行うための粘土場を設定し、遊びの環境設定の重要‘性について詳細に述べている。また竹

井(2011a)は土性という言葉を用いて、幼児の土遊びの環境設定の重要性を説いている。竹井

は園庭の中に粘性のある土を設定することにより幼児の通常の遊びの中の土遊びの変化を提示し

ている。塩川(2006)はどろんこの4つの理論、8つの解放’として、幼児の発達におけるどろんこ

遊びの効果について長年の実践を踏まえ述べている。しかしいずれもすでに粘土やどるとしてあ

るものを子どもたちに提示して遊ぶ研究であった。

そこで筆者らは粘性の高い陶芸用の土粘土の粉に着目し、粉から始まる土粘土あそびを「土粉

遊び」と呼び実践を行い考察する。土粘土の多様な状態を一度に体感できる遊びが、幼児の発達

段階における様々な感覚を刺激する遊びとして適していることを明らかにしたい。

また筆者らが行った粘土遊びとどろ遊びに関する全国調査によれば、保育者らが粘土遊び・ど

ろ遊びで発達を期待される要素として、創造力、集中力、協調ﾉ]、身体力、言語力の順に挙げら

れていた。保育現場で求められる要素の発達のために、土粉遊びがどのような貢献ができるのか

についても実践を通じて明らかにしたい。
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